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株主の皆様へ
　株主の皆様におかれましては、日頃より当社グループの活動にご理解と
ご支援を頂き、心より御礼申し上げます。
　2021年6月23日、代表取締役社長に就任いたしました成瀬茂広でござい
ます。就任にあたりまして、皆様にご挨拶申し上げます。
　当社は、2021年1月に創業140周年の節目を迎え、新たな中期計画への
挑戦を始めました。
　この140年間続いた歴史の重み、この重みとはいくつもの困難に直面し
ながら創業家リーダーが社員と共に乗り越え、さらなる進化を遂げてきた
苦難と成功の歴史そのものだと感じております。この歴史を社長として従
業員一丸となって1つ1つ新たに積み上げてまいりたいと存じます。
　また「安全第一」「品質第一」を信念に、皆様のご期待、ご信頼にお応え
しながら、環境・法令順守・社会貢献など良き企業市民としての活動にも

注力すると共に、木村前社長の経営方針を継承し、誠心誠意社業の発展に努めてまいりますので、何とぞご指導ご鞭撻を
賜りますよう、お願い申し上げます。
　さて、第51期第2四半期累計期間を振り返りますと、国内では新型コロナウイルス感染症拡大の影響による経済活動の
制限が続く中、ワクチン接種が進み新規感染者数が減少に転じる中、感染拡大の抑制に向けた政策の効果による個人消費
の回復が期待されるものの、感染力の強い変異株の出現による感染拡大リスクにより、先行きは依然として不透明です。
海外においても、欧米や中国など経済の回復傾向が見られるものの、中国における電力制限措置に伴う生産活動への影響
懸念、新型コロナウイルス感染症からの回復を受けての材料価格の高騰、半導体不足の影響等を含め先行きは不透明な状
況が続いております。
　このような環境の中で当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、物流サービス
事業における主要顧客からの受注量の増加等により、売上高は2期ぶりの増収、利益面は2期ぶりの増益と第2四半期累計
期間では過去最高となることが出来ました。詳細につきましては、当通信をご覧ください。
　株主の皆様におかれましては、より一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2021年12月

連結業績ハイライト（2022年3月期第2四半期）

2022年3月期 通期予想

第51期 第2四半期累計期間 株 主 通 信 2021年4月1日 2021年9月30日

証券コード：9368

代表取締役社長

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

売上高

56,000百万円
前期比 8.1％増

26,948百万円
前　年
同期比 13.1％増

営業利益

2,800百万円
前期比 15.0％増

1,232百万円
前　年
同期比 116.6％増

経常利益

3,200百万円
前期比 13.8％増

1,562百万円
前　年
同期比 162.0％増

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,000百万円
前期比 24.7％増

1,011百万円
前　年
同期比 252.5％増
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セグメント別概況
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売上高は、世界的な新型コロナウイルス感染症の影響に加え、
車載用の半導体不足などによる生産停止の影響があったもの
の、包装事業における主要顧客の受注量の増加などにより、
189億94百万円、前年同期比　17.9％の増収となりました。
営業利益は、格納器具製品事業において材料費の高騰の影響
などがありましたが、増収と日々決算による収益管理の推進
などにより、16億95百万円、前年同期比　96.1％の増益と
なりました。

売上高は、主要顧客からの受注が回復した事などにより、7億
47百万円、前年同期比　27.1％の増収となりました。
営業利益は、原価率悪化の影響などにより、31百万円、前年
同期比　30.7％の減益となりました。

売上高は、車両整備事業におけるメンテナンス契約台数の増
加などがありましたが、車両販売事業における販売台数の減
少などにより、69億65百万円、前年同期比　1.2％の減収と
なりました。
営業利益は、原価改善活動などにより、2億93百万円、前年
同期比　15.3％の増益となりました。

売上高は、市場の人材獲得競争が激化する中で関西拠点での
積極的な拡販活動や新規顧客の獲得に注力したことなどによ
り、4億61百万円、前年同期比　73.3％の増収となりました。
営業利益は、関西拠点での営業所開設などの費用発生もあり、
0百万円となりました。



人・設備・情報を繋ぎ、総合物流ソリューションの進化へ

交通事故の無い優しい社会を実現する為に

株主還元の充実と資本効率の向上の為に

中期経営計画の達成に向けた新分野の開拓を開始

　物流業務におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の必要性が大きく取り上げられている昨今、
お客様の商品管理倉庫内物流業務において、お客様と一体となり推進した活動をご紹介します。
　商品管理倉庫内の物流では、一般的にお客様からの商品注文に基づく仕事量は日々変化しています。加えて、
ご注文の緊急度に応じて受注後速やかに出荷を行わねばならない事も多くあります。こうした需給環境の中で最小限の要員で
商品供給の使命を果たす為には、人による作業にとって代わる「自動化の推進」「設備と人の作業の最適な組み合わせ」「情報
システムの整備」に加えて、これらの仕組みを成立
させる為の「人の育成」、こうした諸条件の「最適な
融合」が必須となります。
　この取り組みの結果として、10月8日愛知県大口
町でお客様の自動車補給用部品の大型物流センター
が本格稼働いたしました。当センターの立ち上げ準
備より参画させていただきました事を通じ、「最適な
融合」への大きな知見・経験を得ることができ、今
後一層お客様にお役立ちしてまいります。

　「車社会に夢、豊かさ、安心を」を提供することをコンセプトのもとに、車に関わ
るすべての方が笑顔で幸せになれるような活動をしており、これまで10年間にわた
り「100日間無事故キャンペーン」を開催しており、今年も9月2日から12月10日ま
で法人の方向けに事故削減に役立つ無料のイベントを行っています。
　また、2020年までの過去5年間で、車と歩行者が衝突した交通死亡事故の約7割が歩行者が横断
中の事故であり、このような状況を改善する為に、道路交通法第38条（歩行者優先）を尊重する活
動、プロジェクト「Respect the Law 38」を立ち上げました。
　　　このような活動の展開により
　　　交通事故の無い優しい社会の実現を目指してまいります。
　　　　 プロジェクト「Respect the Law 38」のホームページ：https://respect-38.com/

自己株式の取得の実施（10月29日）
取得する株式の総数 320,000株

（発行済株式総数（自己株式を除く）
に対する割合 2.73％）

自己株式の消却の実施（11月30日）
消却する株式の総数 320,000株

＜資本効率向上のために＞

今後も継続的なIR活動に努め、企業価値向上に取り組んでまいります。

　「中期経営計画2023」の一つの柱であるエリア貢献の拡販（中部、関西、関東への展開）の実現に向け、そ
の第1歩として、日本第2の人口を有する関西エリアでの市場を、人財サービスでのドミナント戦略の優先拡
販エリアと設定し、9月7日に兵庫県尼崎市に関西支店を開設しました。

TOPICS

成瀬社長（右から3番目）
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会社概要

〒460-0003 
名古屋市中区錦三丁目8番32号
TEL／052-962-7051（代）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

10単元以上
50単元未満

5.1%

5単元以上
10単元未満
4.4%

所有者別株式数割合 所有数別株主数割合
50単元以上

0.7%
1単元以上
5単元未満
86.3%

1単元未満
3.5%

個人・
その他
37.3%

金融機関
18.1%

その他・
国内法人
41.3%

証券会社
0.7%

外国人
2.6%

商号 キムラユニティー株式会社
KIMURA UNITY CO., LTD.

株主メモ

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会開催期 6月
株主確定基準日 （1）定時株主総会　　3月31日

（2）期末配当　　　　3月31日
（3）中間配当　　　　9月30日

単元株式数 100株
上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

株主名簿管理人
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL:0120－782－031（フリーダイヤル）

証券コード 9368
公告掲載URL https://www.kimura-unity.co.jp/

本店 愛知県名古屋市中区錦三丁目8番32号
資本金 35億8,035万円

株式情報（2021年9月30日現在）

発行可能株式総数 30,000,000 株
発行済株式総数 12,070,000 株
株主総数 15,093 名

配当金の推移 株主優待制度

長期優遇とは、中間期末日及び期末日の株主名簿に同一株主番号で
連続5回以上記載または記録されることを言います。

回　数
対　象

年2回
毎年3月31日現在及び9月30日現在
の100株以上保有する株主様

所有株式数 保有年数
優待内容

基本 長期優遇 合計
100株以上
500株未満 設定なし お米券　2kg お米券　2kg

500株以上
1,000株未満

2年未満 お米券　3kg お米券　3kg
2年以上 お米券　3kg お米券　2kg お米券　5kg

1,000株以上
2年未満 お米券　5kg お米券　5kg
2年以上 お米券　5kg お米券　2kg お米券　7kg

（単位：円） （単位：％）中間配当 期末配当 特別配当 配当性向
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株主の皆様の声をお聞かせください
当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを実施しております。

同封のアンケートへのご協力をお願いいたします。

アンケート実施期間は、2022年3月末までです。


